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小山市犬塚自治会小山市犬塚自治会

犬塚公民館のwebサイトです！行事などの情報をいち早くお伝えします。
http://oyamainuzuka.com もしくは、右記のQRコードからアクセスして下さい！

金山神社（撮影日：令和4年2月5日）

犬塚には、中心に金山神社があります。「おやま百景」では、次のような紹介がなされています。

─　金山神社境内の大きさは約811坪で一部がゲートボール場になっている。鉱山の神様・金
山彦命（かなやまひこのみこと）を祭神とするが創立は不詳である。拝殿前の、寛延3年
（1750）の年号が刻まれた一対の灯籠だけが、まちがいなく240年の時空の隔たりを証明してい
る。桜の木は道路沿いにあり、花が咲き始めると地元民のみならず近くにある会社の人たちもこ
こで花見の宴を開き、大いに賑わう。ゲートボール場には朝早くからお年寄りたちが集まり、
ゲームを楽しむ。球音はお昼頃まで響く。　─

そして、隣接しているのが犬塚公園です。土地区画整理事業は、この公園と神社の一体感を保
ちながら建設して欲しいと言う自治会員の願いが届いた例として注目されています。
神社には、桜の木が植えられおり、公園内には大谷北小学校の校歌3番に「泉が湧くよ　新しい
文化の…」と歌われている泉があります。
一年をとおしてお年寄りから子供達に至るまでの憩いの場を提供しています。まさに、シンボ
ルパークです。

自
治
会
で
は
、
全
市
一
斉
清

掃
の
一
環
と
し
て
十
二
月
十
二

日（
日
）
に
環
境
整
備
清
掃
を

行
い
、
各
班
毎
に
最
寄
り
の
道

路
や
公
園
を
清
掃
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
自
治
会
及

び
公
民
館
役
員
に
よ
る
公
民
館

内
外
の
清
掃
や
除
草
、
ゴ
ミ
収

集
所
の
巡
回
及
び
不
法
投
棄
ゴ

ミ
の
点
検
・
回
収
を
行
い
ま
し

た
。犬

塚
学
童
野
球
部
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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こ
の
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

る
犬
塚
公
園
は
二
十
年
前
の
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
四
月
二

十
七
日
、
「
犬
塚
公
園
開
園
記
念

植
樹
祭
」
を
以
っ
て
開
園
し
ま
し

た
。
あ
と
一
ヶ
月
で
満
二
十
歳
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

編
集
子
が
市
外
か
ら
犬
塚
に
移
り

住
ん
だ
の
が
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前

の
三
月
末
。
引
っ
越
し
て
す
ぐ
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
頃
に
近
く

に
広
い
公
園
が
あ
る
と
き
い
て
や

っ
て
き
た
の
が
犬
塚
公
園
で
し

た
。
ま
だ
一
部
ロ
ー
プ
が
張
っ
て

あ
り
ま
だ
完
全
に
使
用
で
き
な
い

ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
植
樹
祭
の
前
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
。

犬
塚
公
園
桜
祭
り
は
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
残
念
な
が
ら
三
年

連
続
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
…
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
　
　
　
（
M
）

金山神社と犬塚公園金山神社と犬塚公園

編
集
後
記



犬
塚
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
望
年
会

犬
塚
自
治
会
・
公
民
館
合
同
研
修
会

犬
塚
自
主
防
災
会

機
材
＆
備
品
の
点
検
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森
田
洋
子
さ
ん
に
全
面
的
に
協

力
い
た
だ
き
、
育
成
会
の
実
行

委
員
の

森
田
洋
子
さ
ん
に
全
面
的
に
協

力
い
た
だ
き
、
育
成
会
の
実
行

委
員
の

十
月
三
十
一
日
（
日
）
、
犬

塚
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

望
年
会
が
犬
塚
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
第
五
波
の
影
響
で
八

月
か
ら
活
動
を
中
断
し
て
い
ま

し
た
が
、
十
月
か
ら
陸
上
の
活

動
（
日
曜
朝
練
）
を
再
開
。
年

度
初
の
決
定
通
り
、
十
月
ま
で

の
活
動
と
し
て
こ
の
日
最
終
日

を
迎
え
ま
し
た
。

望
年
会
は
朝
練
後
の
八
時
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
役

員
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ
た
後
、

パ
ン
や
飲
み
物
を
み
ん
な
で
頂

き
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
一
日
（
土
）
、
犬

塚
自
治
会
・
公
民
館
の
合
同
研

修
会
が
犬
塚
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
区
長
・
副
区
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
自
治
会
・
公
民
館
役
員
の

皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
課
題
認
識

＆
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
四
年
度
の
活
動
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
の
多
様
化…

核
家
族
化
や

少
子
高
齢
化…

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
へ
の
対
応…

等
、

自
治
会
を
取
り
巻
く
社
会
・

環
境
の
変
化
や
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
の
自
治
会
活
動
の

在
り
方
（
事
業
計
画…

組
織

運
営…

等
々
）
に
つ
い
て
、

自
由
に
意
見
交
換
す
る

　
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
に

予
定
し
て
い
た
犬
塚
自
主
防
災

会
の
訓
練
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
今
年
度
も
中
止
し
、
自

治
会
三
役
及
び
区
長
に
よ
る
防

災
機
材
＆
備
品
の
点
検
の
み
実

施
し
ま
し
た
。

尚
、
北
小
体
育
館
が
十
月
ま

で
使
用
で
き
な
か
っ
た
為
、
卓

球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
十
一
月

ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
テ
ー
マ

 

今
後
の
自
治
会
活
動
に
つ
い
て

自治会長あいさつ公民館長あいさつ

一
月
一
日

元
旦
祭

家
内
安
全
　
家
運
隆
盛
　
家
業
繁
栄
等

祈
願
す
る

三
月
三
日

春
の
例
大
祭

天
棚
を
飾
り
　
家
内
安
全
　
五
穀
豊
穣

そ
し
て
家
業
の
繁
栄
を
祈
願
す
る

七
月夏

祭
り

神
輿
の
渡
禦
と
お
囃
子
の
巡
行

（
神
様
が
地
内
の
様
子
等
を
ご
覧
に
な
る

催
し
）

十
一
月
二
十
二
日

秋
の
例
大
祭

春
に
祈
願
し
た
実
り
に
感
謝
し
、
亀
起

こ
し
等
の
伝
統
行
事
を
行
う

金
山
神
社
氏
子
会
会
長
　
小
野
瀬
隆
久

犬
塚
地
内
の
鎮
守
で
あ
り
ま
す
金
山
神
社
の
御
祭
神
は
金
山
彦
命
で
あ
り
ま
し
て
、
鉱
工
業
の

神
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
昔
は
特
に
鍛
冶
・
刀
鍛
冶
等
に
携
わ
る
方
々
に
深
く
崇
敬
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
鍛
冶
は
生
産
に
関
わ
る
農
道
具
等
を
作
る
こ
と
か
ら
、
生
業
一
般
の
神
と
し
て
現
在

は
祀
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
創
建
は
平
安
時
代
と
さ
れ
て
お
り
、
小
山

市
宮
本
町
に
あ
る
新
義
真
言
宗
（
本
山
は
和
歌
山
県
根
来
寺
）
の
寺
で
あ
る
持
宝
寺
（
弓
削
の
道

鏡
が
太
政
大
臣
の
時
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
）
の
勧
請
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
も
の

と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
犬
塚
地
内
に
宝
仙
寺
（
宝
泉
寺
）
と
い
う
持
宝
寺
の
末
寺
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
詳
し
い
縁
起
に
つ
き
ま
し
て
は
宝
仙

寺
も
廃
寺
と
な
り
、
持
宝
寺
も
本
堂
そ
の
他
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
為
残
っ
て
お
ら
ず
、
伝
承
に

頼
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
現
在
の
境
内
は
七
筆
か
ら
な
っ
て
お
り
、
5
，3
2
7.
6
4
㎡

の
敷
地
に
神
社
本
殿
、
山
王
社
（
犬
塚
西
部
地
区
に
あ
っ
た
も
の
を
移
築
）
、
水
舎
、
合
祀
舎

（
犬
塚
地
内
各
地
に
あ
っ
た
も
の
を
合
祀
）
そ
し
て
社
務
所
兼
公
民
館
及
び
物
置
並
び
に
K
D
D
I

鉄
塔
が
存
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
由
緒
あ
る
神
社
の
、
特
に
春
秋
の
祭
り
は
奇
祭
と
言
わ
れ
て
お

り
、
春
は
天
棚
を
飾
り
生
産
及
び
生
業
の
無
事
と
実
り
多
き
こ
と
を
願
い
、
秋
の
亀
起
こ
し
の
行

事
等
は
秋
の
実
り
と
無
事
、
そ
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
祭
り
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
由
緒
あ
る
文
化
遺
産
を
後
々
に
大
切
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
犬
塚
地
内
の
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
金
山
神
社
総
代
一
同
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※
主
な
伝
統
行
事
と
し
て
以
下
の
催
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

犬
塚
の
文
化
遺
産

　

  犬
塚
の
文
化
遺
産

　

  

金
山
神
社
の
由
緒
と
ご
協
力
の
お
願
い


